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沖縄の伝統文化大綱引きと観光の 活性化へ の 検討 ：

　　　　　　沖縄世界大綱引 き大会の発展へ

又吉 斎
＊

　観光立県を謳 う沖縄県の 外国人観光客数は，こ の とこ ろ増加傾向に あ り，また観光の 満足 度調査 に

よると，旅行全体 と して は概ね満足 して い るとい う．
一

方 外国人観光客の活動内容に つ い て は ，観

光地巡 りや グル メ，シ ョ ッ ピ ン グな どが中心を占めるなか，各種イ ベ ン トや地域の 文化活動につ い て

は乏 しい 参加 率とい う結果が明 らか とな く ）た．そ こ で ，本稿におい て 沖縄県民 と外 国人観光客とを結

ぶ 新た な異文化交 流活動 と して沖縄の 伝統 あ る大綱引き の 世界大会開催 を 提案 し，観光産業の 視点か

ら改め て地域文化 の 持つ 魅力や文化価値 とい うもの をい か に観光価値とし て転化 し うるか につ い て，

現状 の 課題 と共 に報告 した．同様に，伝統 文化教育の 視点か ら，沖縄世界大綱引き大会を通 した地域

文化の 見直 しか ら伝統文化の 継承 と更な る発展 へ と繋 ぐ地域振興策と して の 可能性 に つ い て検討 した．

〈 キーワー ド〉　伝統文化，観光情報，文化財保護法，無形民俗文化財，新教育基本法

1．は じめに

　観光立県を謳 う沖縄県 は，入域観光客数 1 千万

人時代を見据える中，『沖縄県観光振興基本計画

（第5 次）』を平成 24 年 5 ．月 310 に発表 し，県

の 基幹産業 と して の 観光産業振興策 と して ， 特 に

次の 三領域 の 重要性を示 して い る．即ち，  「白

然
一一

島の海 ・森 ・生物多様性 」，  「人
・環境

一
島

の 安全 ・安心 ・快適性 」，そ して   「文化
一

島の 歴

史 ・
文化芸能」 で ある．特に文化 の領域に つ い て

は，更なる誘 客を図る上 で，重要な観光振興策の

一
つ と位置づ けて い る ：

　老鞦 王 蜘 κか ら培われ て きた広歙 准囃

広瀧が爭）が咨 撕 で灘 々 と．受〆纖 3沈．暮 ら 乙の

  〆：．e．，．づ b ，（ biる〜嬲 拭 誘客の 翻 点か ら見 て懇

力ある屠 青や空気感を1往ク∠βし で い る．そ う乙た

戈7囃 や雄 酌 な空蕎舵 新 しの全漱 准の

儼 を翻 光艢 と し で蕩 め，ぞ虎 らの 好 唐あ る，傷

の Jtfkや そ の 担 ρ ≠ であ る 入 の ’£ ’AS
’
こ 色っ た驪

を達め，瑠光 の 蕨 の 月的 の ひ とつ であ る禦犀 の

誇 ワの 麒 と次feに島 の 丿tfkをグ1き離 ぐ欝 を契

た レ で の ぐ必 剽 5あ る1，

沖縄県 の 観光産業振興策に 示 された通 り，地域の

伝統や文化とい う魅力をい か に観光価｛lh：として高

め て い くか とい うこ とが 重要で あ り，と同時に，

観光利用 へ 向けた具体的な計画 の 立 秦が求め られ

て い る．そ こ で ，沖縄 の 伝統行事 と して 知 られ る

大綱引きの 国際大会 を提案し，沖縄 の 綱引き文化

を通 した観光振興 の 可能性 に つ い て検討 して みる．

2，外国人観光客の誘致を図る異文化交流活動

　地域の 伝統や文化の 観光利用が，沖縄 県の 観光

産業振興に お ける重要課題 の
一

つ で あ る こ とに つ

い て は 先述 した通 りだが，外国人観光客の 誘致 に

つ い て も検討する必要があるよ うに思われ る．沖

縄県の報告2に よ る と，外国人観光客数は年々 増加

傾向にあ り，平成 24 年度は過去最高の 38 万人を

記録 して い る，入域観光客数 1 千万人を 目指す沖

1 『沖縄県観光振興基本計画 （第 5 次）：皿 基本方向

　 3一将来像実現 の 核 とな る 3要素 』 〔2012 ； 沖縄

　県文化観光 ス ポー
ツ 部観光政策課発表〕

2 『平成 24 年度外国人観光客満足度調査報告書（1．

　空路調査）』〔2013 ：沖縄県文化観光 ス ポーツ部

　観光政策課 発 表 〕

‡

沖縄女子短期大学
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縄県と して は，外国人観光客の 更な る誘致を図 り，

目標達成 に繋げたい と こ ろ で あろ う．外国人 観光

客の 動 向や観光 ニ
ーズ を把握す べ く，こ こ で 沖縄

県が実施 した 『平成 24 年度外国人観光客満足度

調査報告書』を参照 しながら，外国人観光客誘致

における課題点を探っ てみ る．

　外 国人観光客の 旅行滞在中 に お け る 主 な活動内

容と して は，「観光地巡 り」，「沖縄グル メ 」，及 び

「シ ョ ッ ピン グ」 が約 9割を占め る
一

方 で，その

満足度に つ い て は 「観光地巡り」 が 49．2％と約 5

割に 達 して い る もの の ，「沖縄グル メ 」 と 「シ ョ ッ

ピ ン グ」につ い て は それ ぞれ 42．3％と 36．1％に留

ま っ て お り，改善の余地が伺える．

　更に調査報告か ら明 らか になっ た こ ととしては，

「イベ ン ト」や 「工 芸体験 」 とい っ た い わゆる参

加 体験型活動 へ の 参加 率 は 1割程度 に 留 ま っ て い

るもの の ，そ の 満足度は とい うと 「イベ ン ト」 が

50．8％，「工芸体験」 が 48．0％と，それぞれ
一定

の 満足度を満た して い る と言 え る だ ろ う，今後の

沖縄観光 の 活性化を考え た 場合 ，
こ うし た参加体

験型 の 活動を充実させ る こ とで更な る外国人観光

客の誘致を図る こ とが期待で きると提言で きる．

　
一

方，「観光施設 」，「宿泊施設 」，「食事」，「交通

機関」とい っ た全 9 項 目か らなる 「項 目別満足度」

3
の 結果 を み る と，最も評価 され た の は 「お もて な

し」 （66．7％）で，「人がみ な親切だ っ た 」や 「接

客態度が良く礼儀正 しい 」 とい う意見が多数寄せ

られた とい う，逆に満足度が 12．4％と最も低か っ

た項目 は 「外国語対応 」 で，外国人観光客 を 受け

入れ る 側 として ，県民全体 の 外国語 コ ミ ュ ニ ケー

シ ョ ン 能力 の 向上が現下 の 課題 となっ て い るこ と

が 浮き彫 りとなっ た．換言すれば ， 外国語対応能

力 を向上 させ る こ とで
， 外国人観光客の 満足度を

3 「項 目別満足度 」の 構成 として 「旅行全体 」
・「お

　もて な し」
・「宿泊施設 」

・「食事 」
・「観光施設」

・

　 「交通機 関」
・「案内表 記1 ・「金融 ・決済」

・「外

　国語対応」 の 全 9 項 目に分類 され て い る．

押 し上げる こ と がで きる だけで なく，よ り円滑 な

コ ミ ュ ニ ケーシ ョ ン が実現す れ ば，外国人 が最も

高く評価す る沖縄県民 の 「お もて な し」 とい う付

加 価値を更 に高め る こ とが可能で あ る とい うこ と

を示唆 して い る と言え よ う．

　以上の こ とを踏まえ，沖縄観光の 活性化につ い

て 提言す る とすれ ば
， 外国人観光客が 地 域 の 入 々

との 交流を通 して伝統文化を体験 ・学習で きるよ

うな，革新的なイベ ン トの 企画 が 必要なの で はな

い か とい うこ とで ある．そ うした異文化交流体験

は，外 国人観光客を受け入れ る県民 に とっ て ，個 々

の 外国語対応能力を磨く実践の 揚 と して 有益なも

の となり，と同時に ， 県民に とっ ては外国人 との

異文化交流を通 して
一

層 「お もて な し」 とい う観

光価値を再認識 するき っ かけを得る こ とに繋が り，

結果と し て 観光振興へ の 相乗効果が期待で き る と

考えられる．そ の
一例として ， 沖縄 の 大綱引き と

い う伝統文化 を発展 させた，『沖縄世界大綱引き大

会』の 企 画 に つ い て 解説する．

3．なぜ 『沖縄世界大綱引き大会』なのか

　こ こで 『沖縄世界大綱引き大会』を提案する意

義に つ い て，沖縄 の 綱引き行事の 特徴 と伝統行事

として の 文化的重要性 とい う視点か ら考察する．

　国 の 定め る文化財保護法
a
に よ れば ， 沖縄 の 綱引

きは 『記録作成等の 措置を講ずべ き無形 の 民俗文

化財』に選定されて お り，その 重要性 が 示 され て

い る．選定の 主な理 由と して，沖縄 の 綱 引き の ほ

とん どが 集落単位 で 数百年 に 渡 り行 わ れ て お り，

現行も100 ヵ 所以上 を数え る と い うこ と，ま た 綱

の 形態や引き方をめぐっ て南九州や朝鮮半島との

関連性が指摘され る な ど，内容的に極め て 豊富で

あ る と して い る．

　と こ ろ で沖縄を訪れ る外国人観光客の 国籍別構

4 昭和 25 年 5 月 30 目法律第 214 号 に制定 された文

　化財保護法 は，文 化財の 保存・
活用 と，国民 の 文化的

　 向 上 を 日的 とす る 日本 の 法 律 で あ る．
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成比 の調べ fi
によると，中国，台湾，香港，韓国が

全体の 9割以上を占め て い る こ とが明 らか とな っ

た．様 々 な点に お い て稲作農耕文化との結びつ き

が 深 い とされ る沖縄の綱引き行事は，同 じく稲作

が 盛 ん な東南 ア ジ ア諸国 の 人 々 に とっ て も文化的

に類似する点が多分に あ る と推察され る た め，綱

引きが正 に うっ て つ けの 異文化交流活動に な り得

ると考えられる．

　沖縄の 各地 域に受け継が れ て き た綱引き行事は ，

元来，稲の 豊穣祈願，雨乞い や悪疫払い ，あ る い

は地域住民 の繁栄を祈願するとい っ た ，予祝や収

穫儀礼 としての 要素が色濃く反 映され て お り，例

えば綱引 き行事 の
一

環 と して 行われ る拝所廻 りや，

雌雄 2 本 の 綱 を繋い で 引き合うと い う独特 の 綱引

きの 引き方に それは象徴 され るG．こ う した 沖縄の

い わば精神文化を今に伝える綱引き行事は ，単な

る娯楽や競技と して の イ ベ ン トで は な く，世界に

誇 れ る 歴 史 あ る伝統 行 事 で あ り，外 国 人 観光客 を

as　rする異文化交流と して の イベ ン トに相応 しい ，

沖縄の 民俗文化 で ある．

　更に ， 伝統や文化の 重要性 は ， 平成 18年 に改

止 された新教育基本法 「教育 の 目標」 〔第 2 条 5

項〕 に お い て 同 じく示 され て い る ：

迄巍と 2
齟
fhを車重 む，ぞ 虎 ら を倉ん で きた我が厨

と紐 を愛す6 と女 〆ら 勉蛋 を韓 乙， 国囃 会

f，弊初 と纓 κ 宥与す る饑 を 養 ラこ と．

こ の よ うに教育的視点に立脚 した地域文化の見直

しが ，それ らの 文化価値を
一

層高め て い くで あ ろ

うと期待 され るなか ，『沖縄世界大綱引き大会』の

開催の 意義を改め て 考 え て み る と，そ れ は 外国人

観光客の 異文化理解を促す貴車な機会になるだけ

で な く，延 い て は我 々 の 自国 文化 に 対する更な る

5 「平成24 年度外国人観光客満足度調査 報告書〔1．

　空路調査）』 〔2013 ： 沖縄県文化観光 ス ポー
ツ 部

　観光政策課発表〕

6 平敷令治 『沖縄の 祭祀 と信仰』〔1990 ：p．5〕

理解 へ と発展 しうるもの である．こ の点におい て ，

『沖縄世界大綱引き大会』は ， 観 光振興 と して の

意義だけで な く， 沖縄 の 伝統 と文化の 継承 ・発展

に寄与する可能性も有して い ると言えよう、

　以 上 の 点を踏まえ，次章にお い て異文化交流活

動 として の 『沖縄世界大綱引き大会』の 趣旨と実

施要項を纏め る．

4．『沖縄世界大綱引き大会』の実施要項

（1）大会趣旨 ：

　沖縄県民が主体 とな っ て 外国人観光客と協働 し

て綱作 りに携わ り，積極的 に コ ミ ュ ニ ケ
ー

シ ョ ン

を図 りなが ら，相互 の 親睦 と発展を祈念す る意義

の も と，力を合 わせ 競 う綱引き行事 を楽 し む こ と

で，相彑 理 解を深化す る機会 を創 出する こ とを 目

的 とし， 沖縄観光振興 と地域文化 の 活性化を 目指

すもの とす る．

（2）実施主体 ：

　イ ベ ン ト実行委員会

　※ 　綱引き行事が現存する県内市町村の綱引き

実行委員長，各教育委員会メ ン バ ー，観光関連団

体代表者，及 び 民俗学研 究者等に よ り構成

（3）参加対象 ：

　外国人観光客，及 び綱引き行事や異文化交流に

関心 の ある，県内外全 て の 人 を参加対象とする．

  イ ベ ン ト開催 日 ：

　沖縄 の 綱引き行事 が実施され る旧暦の折目とし

て は ，   正月 ，   六月十五 日 （六 月 ウマ チ
ー）前

後，  六月 二 十五 日 （六月カ シ チ
ー

）前後 ，   七

月 十五 日　（盆 の 送 りの 目）前後，  八刀十 日 （柴

差し）前後，  八月十 五 日 （十五 夜）前後 とされ

て い る
T．稲作儀礼 として の 綱引 き行事の 意味合い

を今に伝えるとい う意味で，イ ベ ン トの開催 口は

次 の 通 り実施を計画する ：

7平敷令治 『沖縄 の 祭祀 と信仰』〔1990 ：pp ．75−6〕

一 28 一

N 工工
一Eleotronio 　Library 　



Japan Society of Educational Information

NII-Electronic Library Service

Japan 　Sooiety 　of 　Eduoational 　工nformation

（課 題 研 究）地 域教材 と学習利用

○　第
一

回 大会 ： 2 月の 第 1 目曜 日 （「日正 月）

○　第二 回大会 ：6月第 1 日曜 日（六月 ウマ チ
ー8

）

○　第三 回大会 ：6月第 3 目曜 日（六月カ シ チ
ー9

）

○　第四 回大会 二7 月第 1 日曜日 （盆送 り
1 
）

○　第五 回大会 ：8月第 1 目曜 日 （柴差し
冂

）

○　第 六 回大会 ： 8 月第 3 日曜 日 （十 五夜）

　※ 但 し，開催時期に つ い て は地域の 綱引き行事

と重なる 可能性もあ る ため ，そ の場合は そ の都度

開催 日時を変更 ・調整するもの とする．

（5）イベ ン ト実施場所 ：

　沖縄県島尻郡与那原町内広場 （東浜地区）

　※　選定の 理 由と して は，沖縄の い わゆる三 大

大綱引きの 一
つ に数えられ る与那原大綱曳きで知

られ る同町が，綱 引きを通 して こ れ までに県内の

金 武 町 や 北谷 町 を は じめ，県外 で は 秋 田や 大阪

そ して 国外で は韓国との 文化交流を既に 実現して

い る こ とか ら，地域文化を通 した 国際交流を醸成

する風土が存在 してい る与那原町が当該イベ ン ト

を開催す るに相応 しい と思 わ れ る．

（6）イ ペ ン ト実施 内容 ；

○　綱作 り （藁鋤 ・綱打ち ・仕上げ）

○　祈願祭 （安全 ・友好 ・平和 ・発展）

○　道ジ ュ ネ
ー

（踊 り ・鉦鼓 ・ボ ラ ・旗頭）

○　綱引き

○　沖縄世界大綱引き フ i 一
ラ ム （国際学術交流）

8旧暦 6 月 15 日に行われ る稲大祭の意

平敷令治 『沖縄の 祭祀 と信仰』〔1990　：　p ．170〕
9 旧暦 6 月 25 日に行われ る年浴 の 意，

平敷令治 『沖縄の 祭祀 と信仰』〔1990 ：p．171〕
10 旧暦 7 月 15 日に行われ る 孟蘭盆（うらぼん）の 最

後の 日 に、精霊 （しょ うりょ う）を送 り返 し、供え

物を辻 ・川 ・海などに捨て た り流 した りする行事

の意，デジタル 大辞泉
ll 沖縄で は

一
般に 旧暦の 8 月 10 日を 「柴差し」

とい い
，すすき三本 と桑の 小枝を束に した シバ と

称す る もの をさ して魔除けと した．

新垣智子　論文 『沖縄 の 柴差行事 ： そ の変遷 に関

する
一

考察』〔1992 ；PP．34
−5〕

○　お守 り作り体験 （稲藁を使用）

○　大綱 引き フ ォ トコ ン テ ス ト

※　沖縄の
一
般的な綱引き行事の流れ を踏襲する

イベ ン トと して，本大会で は綱作 りの作業か ら祈

願儀礼，示威行為で ある道ジ ュ ネー，そ して本番

の 大綱引 き ま で，外 国人観光客と地域住民 とが協

働 して 異文化交流活動を行えるプ ロ グラ ム を企画

する．そ の他，付帯催 し と して 「沖縄 阻界大綱引

きフ ォ
ー

ラム 」 と題 した国際学術交流や，綱作 り

に 必 要 と され る縄結び の 技法 を用 い た お 守 り作 り

の 講習，そ して大会を盛 り立て る フ ォ トコ ン テ ス

ト等を企画す るこ とで ， 国籍や年齢 ， 性別 を問わ

ず，多方面にお い て 異文化交流 の 促進を図 りた い ．

5，検討課題 ：

　本稿に お い て ，地 域住民 と外国 人観光客とを結

ぶ国際交流と して 『沖縄世界大綱引き大会』を提

案 し，観光振興と地域の伝統文化 の発展 の 可能性

につ い て述べ てきたが，大会実施に向けた課題 と

して は ，外国人観光客の 満足度調査 の 結果 に 示 さ

れ る よ うに，ホ ス ト側と して の 外国語対応能力の

向上 が 大会の 成功を 左右する で あろ う と推察され

る．これ に つ い て は，先ず沖縄の綱引き文化の 理

解を図る ため の 資料を作成 し，次い で そ の 資料を

基 に 外国人 観 光客 に 分 か りやす く説明で き る よう，

多言語版テ キ ス トの作成に も取り組みた い と思 う．
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